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単毛性細菌の位置及び姿勢の時刻歴解析
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細菌全体に働く力=0

細菌全体に働く力のモーメント=0

菌体とべん毛を剛体とみなして

速度境界条件を設定
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標準的な細菌の形状

（自由表面を考慮した解を使用）
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時刻歴解析を行った結果、細菌の遊泳運動は以下のように分けられる.

1.自由表面から離れる方向に運動（region1）

2.自由表面に衝突する方向に運動（region2）

3.自由表面から離れ、その後近づく運動（region3）

3の運動は菌体長径に依存し、菌体の長径を長くするとregion3の運動をする領域は小さくなる.

境界要素解析

細菌は矢印の向きに前進運動する

細菌の運動を時刻歴解析し、自由表面近傍の一連の遊泳運動を調査


